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昨
年
交
通
開
放
し
た
環
状
二
号
線（
新
橋
～
虎
の
門
間
）は
、
幅
員

40ｍ
で
、
都
心
部
の
渋
滞
緩
和
や
防
災
性
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
ま

ち
づ
く
り
を
誘
発
す
る
な
ど
、
東
京
の
都
市
再
生
の
基
軸
と
な
る
路
線
で
す
。

本誌の掲載文で、意見を述べた部分については、執筆者の個人的見解であることをお断りいたします。また、本文記載記事の無断転載を禁じます。

重点「道の駅」の選定について
　―地方創生の核となる「道の駅」を重点的に応援します―

　「道の駅」は、平成5年の制度創設以来、現在では全
国で1040カ所に広がり、地元の名物や観光資源を活か
して、多くの人々を迎え、地域の雇用創出や経済の活性
化、住民サービスの向上にも貢献しています。
　この「道の駅」を地方への好循環拡大のツールとして、
また地方創生を進めるための「小さな拠点」として位置付
け、関係機関と連携して特に優れた取り組みを選定し、
重点的に支援していきます。
　今般、有識者のご意見もいただき、選定対象を決定し
ました。

お知らせ

首都直下地震、南海トラフ巨大地震などの
発生が想定されていますが、地震だけに限ら
ず、最近では大雨や大雪などの自然災害も頻
繁に起こっており、日ごろからの備えが必須と
なってきました。
そこで今回の特集では、東日本大震災で得た
防災の教訓を踏まえ、今後起こりうる災害に
都市部ではどのように防災・減災を生かしてい
くのか、その取り組みについて特集します。

詳しくは、道の駅のホームページにアクセス！
http://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html

全国モデル「道の駅」　→22ページ

去る2月26日に、 砂防会館別館（東京都千代田区）に
おいて、全国モデル「道の駅」および重点「道の駅」に
選定された41カ所に対して、太田国土交通大臣より
選定証が渡されました

川場田園プラザ（群馬県川場村）

内子フレッシュパークからり
（愛媛県内子町）

とみうら（千葉県南房総市）

萩しーまーと（山口県萩市）

 ◦全国モデル「道の駅」 選定数 全6カ所
 ◦重点「道の駅」 選定数 全35カ所
 ◦重点「道の駅」候補 選定数 全49カ所

もてぎ（栃木県茂木町）遠野風の丘（岩手県遠野市）
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を
支
援
し
て
い
ま
す
。
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
策
の
た
め
の
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、津
波
避
難
対
策
特
別
強

化
地
域
に
お
い
て
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路

の
整
備
へ
の
重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、避
難
が
困
難
な
地
域
の
特
定
や

そ
れ
を
踏
ま
え
た
避
難
場
所
や
避
難
経
路

の
整
備
の
考
え
方
を
示
し
た
津
波
防
災
ま

ち
づ
く
り
計
画
策
定
指
針
の
作
成
や
、防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域
住
民
の
避
難
訓
練
へ

の
支
援
な
ど
、
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
に
よ
る

取
り
組
み
を
後
押
し

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
道
路
の
閉
鎖

や
交
通
麻
痺
に
よ
り
公
的
機
関
に
よ
る
救

助
が
迅
速
に
行
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る
た
め
、
地
方

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
関
連
す
る
備
蓄
倉
庫
や

非
常
用
発
電
設
備
の
整
備
な
ど
、災
害
時
の

対
応
を
想
定
し
た
備
え
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
都

市
再
生
安
全
確
保
計
画
制
度
な
ど
に
基
づ

き
、
人
口
・
都
市
機
能
が
集
中
す
る
主
要

駅
周
辺
な
ど
に
お
い
て
、
国
・
地
方
公
共
団

体
・
民
間
事
業
者
な
ど
の
官
民
協
議
会
に
よ

る
都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
な
ど
の
作
成

や
計
画
に
基
づ
く
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
新
宿
駅
周
辺
地
域
を
始
め
12
地

域
に
お
い
て
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
９
地
域
に
お
い
て
策
定
中
と
な
っ
て
い

ま
す（
平
成
26
年
12
月
末
現
在
）。
ま
た
、全

国
に
約
80
あ
る
地
下
街
に
つ
い
て
も
、
管
理

者
に
対
す
る
安
全
点
検
や
改
修
計
画
な
ど

の
対
策
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

少
し
で
も
都
市
の
災
害
に
対
す
る
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

が
、
一
緒
に
災
害
発
生
時
の
対
応
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で
す
。
具
体
的
に

は
、
地
域
で
行
う「
ま
ち
あ
る
き
」に
よ
る
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）、
地

域
の
津
波
避
難
訓
練
、
帰
宅
困
難
者
支
援

訓
練
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
で

も
、
地
方
公
共
団
体
向
け
に「
地
域
力
に
よ

る
都
市
の
安
全
性
向
上
の
手
引
き
」を
作
成

し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
具
体
的
な
進

め
方
や
事
例
を
示
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
に
大
都
市
周
辺
で
大
規
模
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
中
心
部
に

お
い
て
多
数
の
負
傷
者
や
避
難
者
、
帰
宅
困

難
者
が
避
難
・
救
護
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
て
混

乱
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
大
都

市
中
心
部
に
は
公
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
地
域
も
多
い
た
め
、
行
政
機
関
に

加
え
て
、
ビ
ル
所
有
者
や
鉄
道
事
業
者
な
ど

の
民
間
事
業
者
が
協
力
し
て
、
避
難
・
救
護

公
共
団
体
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

加
え
て
、
地
域
の
住
民
や
事
業
者
に
よ
る
自

助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
と
て
も
重
要
に
な

り
ま
す
。

ま
ず
は
ひ
と
り
一
人
が
災
害
発
生
時
に

起
こ
り
得
る
状
況
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
家
具
は
倒
れ
て
こ
な
い
か
、
最
寄

り
の
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
家
族
と
ど
の
よ

う
な
手
段
で
連
絡
を
取
る
か
、
す
ぐ
に
避
難

で
き
る
よ
う
防
災
グ
ッ
ズ
を
用
意
し
て
い
る

か
な
ど
を
事
前
に
チ
ェッ
ク
し
、備
え
て
お
く

こ
と
が
肝
心
で
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
一
人
の
準
備
に
加
え
、
地

域
に
お
い
て
住
民
や
事
業
者
、
行
政
機
関

国
土
交
通
省
が
取
り
組
む

防
災
ま
ち
づ
く
り

激
化
す
る
災
害
に
備
え
る

近
年
、激
化
す
る
大
雨
や
噴
火
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
30
年
以
内
に
約
7

割
の
確
率
で
発
生
す
る
と
も
想
定
さ
れ
て
お

り
、
災
害
へ
の
備
え
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
・
堤
防
・
橋
・

ト
ン
ネ
ル・都
市
公
園・下
水
道
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
や

維
持
・
補
修
に
関
す
る
業
務
を
幅
広
く
担
っ

て
お
り
、
災
害
に
備
え
た
こ
れ
ら
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
老
朽
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
も
踏
ま

え
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
加
え

て
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
ひ
と
り
一
人
が

す
ぐ
に
命
を
守
る
た
め
の
適
切
な
行
動
を
取

れ
る
よ
う
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
の
周

知
や
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の

対
策
へ
の
支
援
に
も
よ
り
一
層
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島
の

土
砂
災
害
を
踏
ま
え
、
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
高
い
場
所
の
周
知
や
避
難
体
制
の
充

実
、激
化
す
る
水
害
に
対
応
し
た
防
災
行
動

計
画（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）の
策
定
へ
の
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
よ
る

取
り
組
み
へ
の
支
援

都
市
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
災
害
に
は
、

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
洪
水
・
高
潮
・
内
水
・

土
砂
崩
れ
や
、
地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊
・
市

街
地
火
災
・
津
波
な
ど
多
種
あ
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
が
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域

を
把
握
し
、計
画
的
に
土
地
利
用
や
市
街
地

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
国
土
交
通
省
は
、地
方
公
共
団

体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
た「
防
災
都
市
づ
く
り
計
画
」作
成
を
指

針
づ
く
り
や
参
考
事
例
の
提
供
を
通
じ
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、計
画
づ
く
り
に
加
え
、ハ
ー
ド
面
で

の
具
体
的
な
対
策
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
東
京
や
大
阪
な
ど
に
は
老
朽

化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
密
集

市
街
地
が
あ
り
、
大
地
震
の
際
に
は
大
規
模

な
火
災
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、全
国
に
約
６
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

存
在
す
る
地
震
時
な
ど
に
著
し
く
危
険
な

密
集
市
街
地
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
末
ま

で
に
最
低
限
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
標
に
、延
焼
を
遮
断
す
る
幹
線
道
路
や
避

難
地
と
な
る
都
市
公
園
の
整
備
、
建
築
物
の

南海トラフ地震に備え高知県四万十市にできた津
波タワー 都市局都市安全課 大島敦仁

東京・千代田区で行われた地域避難訓練の様子

防災井戸、通常はベンチとして発
災時にはかまどになるベンチ、マ
ンホールトイレなど防災・避難時
に必要な設備が整った公園

（東京・世田谷区）

都
市
局
都
市
安
全
課

不
燃
化
な
ど
、密
集

市
街
地
の
改
善
整

備
に
向
け
た
地
方

公
共
団
体
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

大
規
模
地
震
発

生
時
に
は
、
津
波
が

沿
岸
域
を
襲
う
こ

と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
避

難
路
・
避
難
階
段
・
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
な

ど
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
津
波
避
難
対
策

東京都には1638ha の密集市街地
が存在している（写真は墨田区京島）

まずはひとり一人の
準備が大切

密集市街地分布図（東京都の例）
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ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

都
市
災
害
に
備
え
る

東
京
都
港
区
を
拠
点
に
大
規
模
な
都
市

開
発
を
行
う
森
ビ
ル
株
式
会
社
は
、六
本
木

ヒ
ル
ズ
や
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
な
ど
の
都
市
開
発

を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
安
全
・
安
心
」な
ま

ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に「『
逃
げ
出
す
街
』か
ら『
逃

げ
込
め
る
街
』へ
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
地
域
貢
献
を

果
た
す
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の「
逃
げ
込
め
る
街
」と
は
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
逃
げ
込
め
る
」た
め
に
は
、
ま
ず
器
で
あ

る
建
物
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
公
的
な
救
助
が
始

ま
る
ま
で
の
災
害
後
３
日
間
を
安
心
し
て
待

機
す
る
た
め
の
準
備
も
必
要
で
す
。
建
物
と

い
う
ハ
ー
ド
と
防
災
体
制
と
い
う
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
、
都
市
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
超
高
層
建
物
は
短
周
期
の
直
下
型

地
震
に
対
し
て
大
き
な
被
害
が
生
じ
に
く
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
最
大
震
度
7
の

直
下
型
地
震
が
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
も
、
約
24
万
棟
が
大
破
・
倒
壊
し

た
中
低
層
建
物
に
比
べ
、
超
高
層
建
物
の
大

破
・
倒
壊
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
の

長
周
期
地
震
動
は
、震
源
か
ら
離
れ
た
場
所

で
発
生
し
ゆ
っ
く
り
と
地
面
を
揺
ら
す
た
め
、

超
高
層
建
物
は
加
速
度
こ
そ
小
さ
い
も
の
の

大
き
く
長
く
揺
れ
る
現
象「
共
振
」を
起
こ

し
ま
す
。

「
地
震
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
揺
れ
の
型
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て

効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
す
る
た
め
、
森
ビ
ル

の
建
物
に
は
複
数
の
制
振

装
置
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
竣
工
し
た

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
で
は
三
種

類
の
制
振
装
置
を
組
み
込

ん
で
建
物
の
安
全
性
を
さ

ら
に
高
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
オ
イ
ル

ダ
ン
パ
ー（
５
１
６
基
）、ブ
レ
ー
キ
ダ
ン
パ
ー

（
６
２
０
基
）、
ア
ン
ボ
ン
ド
ブ
レ
ー
ス（
82

基
）を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
風
に
よ
る
不

快
な
揺
れ
か
ら
小
～
大
規
模
の
地
震
、
超

高
層
建
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
長
周

期
地
震
動
に
つ
い
て
も
制
振
効
果
が
あ
り
ま

す
」と
同
社
設
計
統
括
部
建
築
設
計
部
構
造

担
当
部
長
の
土
橋
徹
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
客
さ
ま
が
建

物
内
に
と
ど
ま
っ
た
り（
滞
在
避
難
）、
事
業

を
継
続
し
た
り
す
る
た
め
に
は
電
力
確
保
が

重
要
と
考
え
、
管
理
す
る
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で

は
都
市（
中
圧
）ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
独
自
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト（
特
定

電
気
事
業
施
設
）に
よ
り
電

力
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
ガ

ス
の
供
給
停
止
時
に
は
東
京

電
力
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
、

さ
ら
に
ガ
ス・
電
力
の
供
給
停

止
時
に
は
備
蓄
し
て
い
る
灯

油
に
よ
る
発
電
と
、
三
重
の

安
定
性
を
持
つ
電
力
供
給
に

よ
る
信
頼
性
の
高
い
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
で

す
。
東
日
本
大
震
災
後
に
起
こ
っ
た
原
発
事

故
に
よ
る
電
力
不
足
時
は
お
客
さ
ま
へ
節
電

を
呼
び
か
け
、
余
っ
た
電
気
を
東
京
電
力
へ

融
通
す
る
形
で
社
会
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
水
道
の
供
給
停
止
に
よ
る
ト
イ

レ
問
題
を
考
慮
し
、災
害
用
井
戸
を
設
け
井

戸
水
を
雑
用
水
層
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
で

き
る
限
り
日
常
に
近
い
運
用
が
可
能
と
な
る

シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
減

災
に
向
け
た
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
収
集

や
帰
宅
困
難
者
な
ど
へ
の
情
報
発
信
が
重

要
と
考
え
、
通
信
の
多
重
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

「
震
災
の
際
に
は
口
頭
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
利
用
し
て
情
報
提
供
し
ま
し
た
が
、
不

足
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
流
し
て
い
る
モ
ニ

タ
ー
を
、
有
事
の
際
に
は
ニ
ュ
ー
ス
モ
ニ
タ
ー

と
な
る
よ
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
限
定
の
エ
リ
ア

放
送
を
構
築
し
、鉄
道
運
行
情
報
や
備
蓄
品

オイルダンパー（虎ノ門ヒルズ森タワー）

水を注げば食べられるドライカ
レーなどさまざまな非常食を用意

「
逃
げ
出
す
街
」か
ら「
逃
げ
込
め
る
街
」へ

都
市
防
災
に
対
す
る
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み

森
ビ
ル
株
式
会
社

配
布
な
ど
エ
リ
ア
内
の
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
震
災
対
策
室
事
務

局
長 

寺
田
隆
さ
ん
）

平
時
か
ら
地
域
住
民
と
共
に

訓
練
を
継
続

有
事
の
際
に
は
初
動
対
応
可
能
な
人
材
・

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、全
社
員
に
救
命
技
能
認
定
の
取
得
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
近
隣
２・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に

約
１
０
０
戸
の
防
災
住
宅
を
準
備
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
港
区
か
ら
の
要
請
で
六
本
木

ヒ
ル
ズ
に
約
２
０
０
名
の
帰
宅
困
難
者
を
受

け
入
れ
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
や
親

子
休
憩
室
を
宿
泊
施
設
と
し
て
提
供
し
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
も
普
段
か
ら
非
常
用
食
料

な
ど
の
備
蓄
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

非
常
食
は
、帰
宅
困
難
者・オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
・
住
宅
居
住
者
・
近
隣
・
社
員
用
と
し

て
、
森
ビ
ル
全
体
で
25
万
食
を
備
蓄
し
て
い

虎ノ門ヒルズ森タワー。周辺地域では再開発
が進んでいる

地下に設けられ
た備蓄倉庫

超高層複合施設では初めて
非常用エレベーターを使って
車いすでも避難できるように
なった森タワー。それを示す
マークが非常扉、エレベー
ターに貼られている

虎ノ門ヒルズは、大都市東京の重要な幹線道路である環
状第２号線の新橋・虎ノ門間とその周辺を含めた複合市街
地整備の再開発計画事業の中枢街区。２０１４年６月11日に
オープンしました。高さ２４７ｍの「虎ノ門ヒルズ森タワー」に
は三種類の制振装置が使われており、東日本大震災クラス
の大地震が発生しても建物を使い続けられる高い耐震性能
と、二重バックアップ構造の非常用発電設備を備えていま
す。また、地震が起こったとき、歩行困難者に限って非常用
エレベーターを使って避難できる仕組みを超高層複合施設
として初めて採用しました。またトイレ内には非常照明を備え
ることで、災害時でも平常通りにトイレを使用することができ
ます。

また、オフィス・住宅・商業施設・カンファレンスなどが備
わる複合施設である虎ノ門ヒルズでは、単独で３６００名の帰
宅困難者を受け入れる用意があります。さらに食料とは別に
全居住者が1週間在宅避難できるような避難グッズを配布
し、使い方のレクチャーも行っています。

同エリアは、２０２０年までに続々と開発が予定されていま
す。今後も地域の安全拠点にもなるよう、周辺住民との避
難訓練なども含めた連携を強化していこうとしています。

東日本大震災後に竣工した
「虎ノ門ヒルズ」
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上
、
目
視
判
断
で
き
な
い
部
分
も
実
測
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
根
拠
あ
る
判
断
が
可
能
と
な

り
、
優
先
順
位
を
つ
け
た
初
動
対
応
が
で
き

ま
す
。
関
係
者
へ
の
レ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
自
動

送
信
機
能
の
装
備
や
、「
災
害
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」と
の
連
動
に
よ
り
、よ
り
迅
速
で
効
果

的
な
防
災
対
応
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
層
建
物
に
影
響
を
及
ぼ
し
や

す
い
と
さ
れ
る
長
周
期
地
震
動
の
有
無
を

即
座
に
判
定
で
き
る
独
自
の
仕
組
み
も
開

発
。長
周
期
地
震
動
の
成
分
を
早
期
に
検
知

し
、
揺
れ
が
大
き
く
な
る
前
に
警
告
す
る
機

能
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

災
害
を
防
ぐ
、
備
え
る
対
策
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
起
こ
っ
た
際
に
ど
う
対
応
す
べ

き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
多
く
の
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
、
住
民
が
暮
ら
す
複
合
都

市
を
開
発
す
る
同
社
の
安
全
・
安
心
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
以
前
は
水

と
乾
パ
ン
が
メ
イ
ン

で
し
た
が
、
震
災
の

際
、
あ
ま
り
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
や

震
災
後
に
各
メ
ー

カ
ー
で
お
い
し
い
非
常
食
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
非
常
食
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、食
べ
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

の
方
向
け
や
子
ど
も
・
高
齢
者
向
け
の
食
料

も
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
平
時
か
ら
の
訓
練
も
重
要
と
、

定
期
的
に
震
災
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
ビ
ル
全
体
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
と
１
月

17
日（
２
０
１
５
年
は
１
月
16
日
開
催
）に

総
合
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に

行
わ
れ
た
総
合
震
災
訓
練
に
は
全
社
員
約

１
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加

え
て
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
は
、
毎
年
３
月
11
日

に「
自
助
」・「
共
助
」・「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
」を
目
的
に
総
合
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。自

治
会
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
こ
の
訓
練
で

は
、
居
住
者
や
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
、
店
舗

従
業
員
、近
隣
町
会
や
学
校
関
係
者
な
ど
多

く
の
方
が
参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
毎
月
の
通

信
機
器
訓
練
や
オ
フ
ィ
ス
入
居
者
を
対
象
と

し
た
宿
泊
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
や
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
周
辺
の
再
開
発
と
の
連
携
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
」（
寺
田
さ
ん
）

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
橋
渡
し

「
ｅ
ー
Ｄａｐ
ｓ
」

森
ビ
ル
で
は
、
独
自
に
開
発
し
た
震
災
時

の
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム「
災
害
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」に
よ
り
、
全
管
理
物
件
の
被
害
状
況

お
よ
び
ビ
ル
係
員
安
否
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉

じ
込
め
被
害
、
備
蓄
資
機
材
の
情
報
を
一

元
管
理
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に

は
、こ
れ
と
連
動
し
た
地
震
直
後
建
物
被
災

度
推
測
シ
ス
テ
ム「
ｅ
ー
Ｄａｐ
ｓ
」を
独
自
開

発
。
地
震
に
よ
る
建
物
の
被
害
状
況
を
即
座

に
推
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
森
ビ
ル
が
考
え

る「
安
全
・
安
心
」な
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
取
り
組
み
を
橋
渡

し
す
る
第
３
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
位
置
付
け

で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
建
物
の
数
フ
ロ
ア
ご

と
に
設
置
し
て
い
る「
地
震
計
計
測
デ
ー
タ
」

と「
建
物
固
有
の
構
造
特
性
」を
基
に
、
各

フ
ロ
ア
の「
揺
れ
の
加
速
度
」と「
建
物
変
形
」

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
動
解
析
し
、
建
物
構

造
の
被
災
状
況
を
即
座
に一次
判
定
。
構
造

さまざまな種類の非常食、エアクッションな
どを備えている。このほかに担架、発電機、
投光機などの資機材や毛布、衛生品を備え
た備蓄倉庫もある

今年1月に行われた虎ノ門ヒ
ルズでの避難訓練の様子。全
社員約1300名が参加

地震直後建物被災度推測システム「e-Daps」。どこのフ
ロアに異常があるか、また危険かがすぐにわかるように
なっている

都市防災に
対する

民間事業者の
取り組み

◦食料
水、非常用ライス、クラッカー、レトルト食品、缶詰、幼児
用菓子など

◦資機材
AED、担架、発電機、投光機、油圧ジャッキ、スコップ、つ
るはし、ハンマー、のこぎり、斧、リヤカー、ブルーシート、
ベニヤ板、角材、煮炊きレンジ、コンロ、炭、バケツ、拡
声器、脚立、ポリタンク、簡易トイレ、難燃毛布、防寒シー
ト、エアマット、トイレットペーパー、オムツ、ボディタオル、
女性用衛生用品など各種医薬品

森ビル株式会社の災害備蓄品

まちを歩いて防災マップをつくろう！！
地震や火災、洪水などの災害が起こると、普段見慣れている
はずのまちの姿が一変し、思いもよらない事態に遭う場合があり
ます。例えば、避難場所がどこかはわかっているのに、そこに
たどりつく道がわからなかったりすることも…。
そのためにも、日ごろから自分のまちをよく知ることが重要。
まちを歩いて防災マップをつくることがおすすめです。
「住んでいる地域で災害が起きたら…」ということを意識しな
がら、地域の状態や危険な場所などを、家族や地域の人たち、
学校のお友達などと一緒に歩いて確認し、“自分たちのまち専用
の防災マップ”をつくってみましょう！

◎災害時に役立つ場所
□ 公園、神社などの広い空間 など
□ 消火栓、消火器、防火水槽がある場所 など
□ コンビニ、スーパー、病院 など

×災害時に危険な場所
□ 狭い道路、行き止まりの道路 など
□ ブロック塀、自動販売機、がけ など
□ 坂道、階段、段差、側溝 など

STEP 1　準備
まちあるきをするエリアやルートの設
定、まちあるきのテーマ（点検する項
目）、などのルールを決めます。

STEP 2　まちあるき
実際にまちを歩き、災害が起きたときに
役立ちそうな場所や危険な場所などを確
認します（チェックポイント参照）。

STEP 3　マップづくり
発見したことを地図に書き込んでいきます。

STEP 4　発表（意見交換）
マップをもとに、まちあるきで気づいたこ
とを発表しましょう。

※防災マップづくりは、必要に応じて、市町村の防災部局、町内会や
ＰＴＡ、消防団、防災に関するNPOやボランティアの方々と一緒に
行うことも有効です。

以下のようなサポートをしている市町村もあります
◦地域の地図やハザードマップなどに関する情報提供
◦担当職員や専門家の派遣
◦活動費に対する支援

興津小学校生徒が作成した興津防災マップ

防 災 マ ッ プ の つ く り 方

まちあるきのとき
▪まちあるき用地図
▪筆記用具
▪カメラ（デジカメなど）
▪がばん・クリップボード

マップづくりのとき
▪マップづくり用地図
▪色ペン、マジックペン
▪模造紙、下敷き用新聞紙
▪マークシール、ふせん紙
▪はさみ、のり、セロハンテープ
▪プリンター、印刷紙（撮影した写真

の印刷用などに）

用意するもの（例）

防災マップづくりの様子

マップづくりのポイントは

「わかりやすく」！
★色別に表記すると見やすくなる

よ！（例：役立つ場所は青色、

危険な場所は赤色など）

★重要な場所には写真を貼ろう！

まちあるき防災マップをつくると…
◦見慣れているまちの中で災害のときに危険な

場所がわかる
◦いざというときにすばやく避難できる
◦一緒に作業することで顔見知りになる人が増え

るかも

チェックポイント 災害時に役立つ場所や危険な場所は要チェック！

みんなも
防災マップを
作ってみてね！

まちあるきの際には、車な
どに注意して事故やけがの
ないようにしようね
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迅
速
な
災
害
対
応
の
実
現
を

目
指
し
て
創
設
さ
れ
た

災
害
派
遣
隊

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
大
規
模
自
然
災
害

の
発
生
や
、
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、い
ち

早
く
災
害
現
場
に
急
行
し
て
被
害
状
況
の
把

握
や
被
害
の
拡
大
防
止
、そ
し
て
早
期
復
旧
に

向
け
た
被
災
自
治
体
な
ど
の
技
術
的
支
援
を

行
う
専
門
家
の
集
団
で
す
。

創
設
さ
れ
た
の
は
平
成
20
年
。そ
れ
ま
で
大

規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
支
援
は
、
発
災
の

都
度
体
制
を
整
え
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
を
あ
ら
か
じ
め
任
命
し
、日
ご
ろ
か
ら
人
員

や
資
機
材
の
派
遣
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、よ

り
早
く
被
災
自
治
体
へ
の
支
援
を
可
能
に
し
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
狙
い
が

あ
っ
た
の
で
す
。

地
方
整
備
局
な
ど
を
主
体
に

専
門
性
を
有
し
た
職
員
を

隊
員
に
任
命

隊
員
は
、
地
方
整
備
局
な
ど
の
職
員
を
主

体
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
災
害
規
模
に
よ
っ
て
、

全
国
か
ら
多
数
の
部
隊
を
一
度
に
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
災
害
種
別
に
応
じ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
隊
員
を
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る

の
は
、平
常
時
に
河
川
、砂
防
や
道
路
の
現
場

業
務
な
ど
で
専
門
技
術
を
培
つ
ち
かっ

て
い
る
か
ら
で

す
。
隊
員
数
は
、
国
土
交
通
省
各
組
織
の
職

員
合
計
で
、７
０
７
３
名（
平
成
26
年
10
月
31

日
現
在
）。
創
設
当
初
は
約
２
６
０
０
名
で
し

た
が
、お
よ
そ
２・７
倍
に
増
員
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
ら

直
ち
に
派
遣

派
遣
の
お
お
ま
か
な
流
れ
と
し
て
、災
害
発

生
後
、
直
ち
に
国
土
交
通
本
省
と
地
方
整
備

局
な
ど
で
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

そ
こ
で
素
早
く
情
報
収
集
を
行
い
被
害
状
況

を
把
握
し
、
被
災
地
域
の
地
方
整
備
局
な
ど

の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
で
対
応
す
る
か
、全
国

の
地
方
整
備
局
な
ど
か
ら
派
遣
す
る
か
を
決

め
ま
す
。
全
国
か
ら
派
遣

す
る
場
合
は
、
被
災
地
域

の
地
方
整
備
局
な
ど
よ

り
本
省
の
災
害
対
策
本

部
に
派
遣
を
要
請
。
こ
れ

を
受
け
て
本
省
で
は
近
隣

の
地
方
整
備
局
な
ど
か

ら
必
要
な
隊
員
を
派
遣

す
る
調
整
を
短
時
間
で
行

い
指
示
を
出
し
ま
す
。
ま

た
、
被
害
が
甚
大
で
、
被

災
地
域
の
地
方
整
備
局

な
ど
か
ら
す
ぐ
に
情
報
が

上
が
っ
て
こ
な
い
場
合
に

は
、
本
省
の
災
害
対
策
本

部
の
判
断
で
派
遣
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
被
災
地
に

派
遣
さ
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
主
に
災
害
現

場
で
の
被
災
調
査
、
応
急

対
策
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
エ
ゾ
ン（
Ｔ

Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一
部
、フ
ラ
ン
ス
語
で
仲

介
、
橋
渡
し
な
ど
の
意
味
）は
、
被
災
自
治
体

へ
直
ち
に
向
か
い
積
極
的
な
情
報
収
集
、必
要

な
支
援
内
容
の
把
握
を
行
い
、と
き
に
は
被
災

地
の
市
町
村
長
の
片
腕
と
し
て
技
術
的
な
助

言
や
調
整
業
務
に
携
わ
る
と
い
っ
た
任
務
に
当

た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
派
遣
実
績
か
ら

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る

平
成
20
年
の
創
設
か
ら
、
今
年
度
で
７
年

目
。
災
害
対
応
回
数
も
通
算
49
回
に
の
ぼ
り
、

の
べ
約
４
万
人
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
発
生
は
や
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ

10

河
川・砂
防・道
路
な
ど
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
が

大
規
模
自
然
災
害
時
の
応
急
対
策
を
支
援

台
風
や
豪
雨
、そ
し
て
地
震
や
津
波
な
ど
、大
規
模
自
然
災
害
の
危
険
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
。

そ
う
し
た
災
害
発
生
時
に
い
ち
早
く
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
、被
災
自
治
体
な
ど
の
技
術
支
援
に
取
り
組
む

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
テ
ッ
ク・フ
ォ
ー
ス
：
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

FILE 32

現場力
業務密着
ルポシリーズ

TEC-FORCE
（緊急災害対策派遣隊）

中小規模の災害発生時 大規模災害発生時

災害支援 TEC-FORCE
広域派遣

TEC-FORCE
広域派遣を指示

TEC-FORCE派遣

被 災 自 治 体 等
（災害対策本部）

被災自治体からの
直接要請時

河川国道事務所等
（応援対策支部）

河川国道事務所等
（災害対策支部）

河川国道事務所等
（応援対策支部）

支援地方整備局等
（応援対策支部）

被災地域の地方整備局等
（災害対策本部）

国土交通本省
（災害対策本部）

本省本部長の指示により
TEC-FORCE
広域派遣を指示

地方整備局等の指示により
TEC-FORCE派遣を指示

リエゾン
派遣時

リエゾン

※被災自治体からの要請がない
場合でも、被害状況から判断
し支援する場合があります

0

5

10

15

20

0

1,000

2,000

3,000

4,000
派遣隊員数（人）派遣回数（回）

派　遣　年　度
H26H25H24H23H22H21H20

派遣隊員数
派遣回数

5回

568人
4回

238人

3回

131人

4回

3,782人

7回

428人

16回

1,565人

10回

1,620人

※平成26年度は12月末時点

平成26年12月末日時点
派遣総数 8,332人
のべ 39.088人・日

TEC-FORCEの派遣実績

被災自治体への支援の流れ
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く
、「
こ
ち
ら
か
ら
探
し
に
行
か
な
い
と
、
ま

た
は
助
け
に
行
か
な
い
と
情
報
が
入
っ
て
こ
な

い
場
所
も
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
郊
外
の

渓
流
付
近
ま
で
入
っ
て
行
く
と
、人
知
れ
ず
危

険
な
状
態
で
孤
立
さ
れ
て
い
た
方
に
会
い
ま

し
た
。調
査
に
訪
れ
た
日
の
朝
ま
で
崖
崩
れ
の

た
め
家
ま
で
の
狭
い
道
路
が
ふ
さ
が
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。家
の
裏
で
も
崖
崩
れ
が
起
き
て
お

り
、す
ぐ
に
自
治
体
に
救
援
を
要
請
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
昔
か
ら
住
ん
で

い
る
方
は
土
砂
災
害
が
起
き
て
も
そ
う
い
う

土
石
流
の
専
門
家
と
し
て
、
渓
流
の
土
石

流
調
査
・
対
策
を
数
多
く
経
験
。
広
島
土
砂

災
害
で
は
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
砂
防
班（
渓

流
調
査
）の
班
長
と
し
て
活
動
し
た

広
島
土
砂
災
害
の
経
験
を
通
じ
て

「
現
場
に
入
る
こ
と
」の

重
要
さ
を
痛
感

私
が
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
広
島
土

砂
災
害
の
現
場
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
８
月
20

日
の
発
生
か
ら
五
日
後
の
８
月
25
日
で
し
た
。

こ
の
と
き
は
、
ま
だ
小
雨
の
降
り
続
く
な
か
で

行
方
不
明
者
の
捜
索
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
大
き
な
降
雨
が
あ
れ

ば
捜
索
作
業
中
止
に
つ
い
て
現
場
へ
助
言
す

る
と
い
う
専
門
的
な
任
務
の
た
め
に
派
遣
命

令
が
出
ま
し
た
。
最
初
の
二
日
間
は
そ
の
任

務
を
遂
行
し
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
二
次
災
害

が
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、天
候
が
回

復
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、三
日
目
か
ら
は
土

石
流
危
険
渓
流
の
調
査
に
加
わ
り
ま
し
た
。

実
際
に
土
石
流
危
険
渓
流
調
査

を
進
め
て
感
じ
た
の
は
、
報
道
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
災
害
の
全
て
で
は
な

ん
。
活
動
実
績
を
見
て
も
、発
生
後
１
か
月
間

で
の
べ
９
７
４
９
名
が
派
遣
さ
れ
た
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
、最
近
で
は
平
成
24
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
の
べ
１
０
３
５
名
、
平

成
25
年
７
月
の
山
口
・
島
根
豪
雨
で
は
の
べ

２
０
１
１
名
、そ
し
て
同
年
10
月
、
伊
豆
大
島

を
襲
っ
た
台
風
26
号
に
よ
る
土
砂
災
害
で
は
の

べ
１
２
６
５
名
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
照
明
車
や
衛
星
通
信
車
な

ど
の
災
害
対
策
用
機
械
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、

地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
き
な
災
害
現
場

で
の
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
異
常
気
象
に
よ

る
水
害
・
土
砂
災
害
・
雪
害
の
多
発
や
、大
規

模
な
地
震・津
波
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
な
か

で
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
へ
の
期
待
が
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
発
生
し
た

広
島
土
砂
災
害
で
は

平
成
26
年
８
月
の
広
島
土
砂
災
害
で
は
、

住
宅
街
が
土
石
流
に
飲
み
込
ま
れ
、
74
名
の

方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、災

害
発
生
直
後
か
ら
県
と
市
へ
リ
エ
ゾ
ン
を
派

遣
。
同
時
に
、
災
害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
空
か
ら
の
被
害
状
況
把
握
を
実
施
、
併

せ
て
全
国
の
地
方
整
備
局
な
ど
か
ら
隊
員
と

災
害
対
策
用
機
械
を
派
遣
し
、
①
土
砂
災
害

危
険
箇
所
の
評
価・捜
索
活
動
の
支
援
、②
早

期
復
旧
の
た
め
の
支
援
、③
二
次
災
害
防
止
の

た
め
の
支
援
活
動
を
実
施
。
の
べ
２
４
３
１
名

の
隊
員
と
、
の
べ
５
９
１
台
に
及
ぶ
災
害
対
策

用
機
械
を
派
遣
し
ま
し
た
。

「
①
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
評
価
・
捜
索

活
動
の
支
援
」の
た
め
災
害
発
生
後
の
早
い
段

階
で
土
砂
災
害
の
現
場
に
入
っ
た
３
名
に
Ｔ
Ｅ

Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
の
思
い
を
聞
い
て
み

ま
し
た（
13
・
14
ペ
ー
ジ
）。

今
後
の
大
規
模
災
害
に
向
け
て

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の

充
実・強
化
を
推
進
中

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
地
震
・
津

波
に
よ
る
被
害
が
複
数
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま

た
が
る
広
域
の
大
災
害
。
首
都
直
下
地
震
で

は
、
家
屋
の
倒
壊
、
大
規
模
な
火
災
の
発
生
、

地
下
街
・
商
業
ビ
ル
や
鉄
道
・
空
港
・
道
路
で

の
人
的
被
害
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
都
市

で
の
大
災
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
全
国
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
派
遣
す

る
隊
員
や
資
機
材
の
規
模
は
非
常
に
大
き
く
、

か
つ
、長
期
に
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、広
域
に
わ

た
る
被
災
自
治
体
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
充
実
・
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

❶	

災
害
時
の
対
応
強
化（
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
活
動
計
画
の
作
成
）

❷	

隊
員
の
技
術
力
の
保
持・向
上（
研
修・

訓
練
の
充
実
、
災
害
経
験
の
共
有
）

❸	

災
害
対
策
用
資
機
材
の
整
備（
新
技
術

の
利
活
用
を
含
め
た
資
機
材
の
整
備
）

❹	

広
域
実
働
訓
練
の
実
施

❺	

関
係
機
関
と
の
連
携

❻	

広
報
・
ロ
ジ
体
制
の
強
化
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現場力
業務密着
ルポシリーズ TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）

捜索活動を行う自衛隊、地
元消防隊や警察など関係各
機関に向けて安全確認など
の情報共有を入念に行った
（広島土砂災害）

捜索活動の安全確保のため土砂災
害現場を点検

緊急渓流点検では、緊急性
の高い183渓流を10日間
で実施し、危険度評価をまと
めて結果を公表するととも
に県・市に報告した。広島
市では約12万人への避難
指示・勧告の早期解除に役
立てた

浸水した地域の早期復旧に向け排水ポンプ車によ
る緊急排水を実施

も
の
だ
と
考
え
、地
域
で
何
と
か
し
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
で
は
以
前
に
も
土
砂
災
害
が

発
生
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
当
時
も
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
見
て
初
め
て
被
災
し
て

い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。や
は
り
支
援
す
る

側
が
積
極
的
に
現
地
に
入
っ
て
行
か
な
い
と
、

な
か
な
か
情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
も
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

人
命
に
関
わ
る
任
務
の
厳
し
さ
を
胸
に
、

さ
ら
な
る
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を

広
島
で
は
、
土
石
流
危
険
渓
流
調
査
班
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
任
務
に
当
た
っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
で
は
普
段
の
業
務
を
見
つ
め
直
す
機
会

を
得
ま
し
た
。
私
自
身
、
も
と
も
と
は
河
川

整
備
や
ダ
ム
建
設
の
仕
事
を
経
験
し
て
か
ら
、

土
石
流
を
専
門
と
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
難
し
さ
は
や
は
り
、

「
土
砂
災
害
」に
は
人
の
命
が
直
接
的
に
関

わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
防
災
対
策
と
し
て
、
可
能
な
限

り
地
形
な
ど
か
ら
危
険
な
場
所
を
予
測
し
優

先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、「
ど

こ
に
」「
い
つ
」大
雨
が
降
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
す
べ
て
の
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
残

念
な
が
ら
不
可
能
で
す
。
結
果
、
自
分
が
普

段
か
ら
良
く
知
っ
て
い
る
地
域
な
ど
で
災
害

が
発
生
す
れ
ば
、「
い
つ
も
自
分
で
見
て
い
た

の
に
防
げ
な
か
っ
た
」と
い
う
無
念
さ
が
残
り

ま
す
。
現
在
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
災
害
が

起
き
た
場
所
に
出
動
し
ま
す
が
、
将
来
は
降

雨
や
崩
壊
予
測
技
術
な
ど
を
高
め
、
災
害
が

起
こ
る
前
に
駆
け
つ
け
て「
万
が
一
」を
未
然

に
防
げ
る
よ
う
な
組
織
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。災
害
が
起
き
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
が
努
力
す
る
こ
と
で「
減
災
」

は
可
能
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
初
動
対
応
」か
ら「
減
災
」に
向
け
て

さ
ら
に
活
動
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い

中
国
地
方
整
備
局 

岡
山
河
川
事
務
所

工
務
課
長　
大
塚
尚
志

過去に担当し、8月20日に土石流を止めた砂防えん堤では緊
急除石が行われていた

広島土砂災害の活動状況

派遣元別派遣人数（のべ人数）

中国地整 1,290人・日

国総研・土研 115人・日

九州地整 329人・日

四国地整 208人・日

近畿地整 112人・日

中部地整 230人・日

北陸地整 147人・日

のべ 
2,431人・日

（8/20～9/23）

現地活動を円滑
に実施するため
対策本部車を現
地に出動

土石流危険渓流調査の様子
（広島土砂災害：現地は前任
地であり調査には速やかに
対応ができた）
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TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
創
設
当
初
か
ら
隊

員
と
し
て
参
加
。土
砂
災
害
の
専
門
家
と
し

て
各
地
の
砂
防
事
務
所
勤
務
を
続
け
な
が

ら
、東
日
本
大
震
災
、広
島
土
砂
災
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
の
現
場
を
経
験
し
て
き
た

平
成
20
年
6
月
の
岩
手・宮
城
内
陸
地
震

で
は
、創
設
直
後
で
活
動
マ
ニュア
ル
な
ど
な

く
、
地
図
を
頼
り
に
不
案
内
な
道
を
急
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
東
日
本
大
震
災
、広
島
土

砂
災
害
な
ど
、
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
大
き

な
災
害
で
、そ
こ
で
の
経
験
を
通
じ
て
い
く
つ

も
貴
重
な
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
得
で

す
。
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
、
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
渓
流
調
査
に
当
た
り
、
小

雨
模
様
の
な
か
、
最
上
流
部
ま
で
到
達
し
た

と
き
に
、
突
然
激
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
天
候
の
急
変
に
十
分
注
意
し
、調
査

を
実
施
す
る
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。
ま
た
広
島
土
砂
災
害
に
お

い
て
も
、
退
避
基
準
は
あ
り
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
自
分
た
ち
の

責
任
で
二
次
災
害
の
危
険
を
回
避

広
島
土
砂
災
害
に
は
、
九
州
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
派
遣
第
一
陣
と
し
て
出
動
。
二

次
災
害
予
測
の
た
め
の
渓
流
調
査
で
は
マ

ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
活
用
し
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
と
し
て
初
の
試
み
と
な
っ
た

広
島
土
砂
災
害
で
は
発
災
後
す
ぐ
に
現

地
に
入
り
、
砂
防
班
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

任
務
は
主
に「
危
険
渓
流
の
緊
急
調
査
」と

「
二
次
災
害
の
予
測
判
断
」で
し
た
。
発
生

直
後
の
行
方
不
明
者
捜
索
が
全
力
で
行
わ

れ
て
い
る
時
期
で
、消
防
、自
衛
隊
、警
察
が

安
全
に
捜
索
で
き
る
よ
う
協
力
・
助
言
を
行

い
ま
し
た
。
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
た
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
調
査
も
、そ
の

活
動
の
一
環
で
す
。
発
災
後
も
断
続
的
に
雨

が
続
き
土
砂
に
よ
る
二
次
災
害
が
懸
念
さ

れ
た
た
め
、
人
間
が
調
査
に
入
れ
な
い
地
域

の
上
空
に
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
飛
ば
し
て
、そ

の
調
査
結
果
を
関
係
各
所
と
共
有
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、一
見
、家
屋
が
一
棟
し
か
壊

れ
て
い
な
い
渓
流
出
口
付
近
に
お
い
て
、
上

流
か
ら
流
出
し
て
き
た
土
砂
が
不
安
定
な

状
態
で
住
宅
地
間
際
ま
で
接
近
し
危
険
な

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
局
面

で
、い
か
に
隊
員
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

任
務
を
遂
行
す
る
か
、
リ
ー
ダ
ー
の
職
責
の

重
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、渓
流
調
査
に
必
要
な
専
門
技
術
力

を
養
う
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
砂
防
工
事

の
現
場
で
周
辺
の
状
況
を
よ
く
見
る
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
で
す
。砂
防
工
事
の
現
場
は
、崩

壊
の
危
険
が
あ
る
斜
面
や
崩
壊
し
た
土
砂

が
堆
積
し
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
り
被
災

地
と
似
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
任
務
を

続
け
る
に
は
家
族
の
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
家
で
出
か
け
る
予
定
が
あ
っ
て
も
、
災
害

発
生
時
に
は
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
で
す
。ま
た

仮
に
自
分
の
家
が
被
災
し
て
も
、
私
は
任
務

に
出
動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
事
情
に
理
解
を

示
し
、わ
が
家
の
防

災
は
自
分
た
ち
で

と
言
っ
て
く
れ
る
家

族
に
は
、
い
つ
も
心

の
中
で
感
謝
し
て

い
ま
す
。

状
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
す
ぐ
に
対
策
本
部
へ
報
告
し
、
市
か
ら

残
っ
た
住
民
の
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

う
れ
し
かっ
た
の
は
、「
わ
ざ
わ
ざ
九
州
か

ら
あ
り
が
と
う
」と
いっ
た
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
感
謝
の
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
ま

た
緊
急
避
難
が
必
要
な
場
所
の
調
査
で
は

地
元
の
警
察
や
消
防
が
付
き
添
っ
て
く
れ
て
、

多
く
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
支
援
に
当
た

る
一
体
感
と
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
達
成
感
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
広

島
で
の
活
動
の
貴
重
な
経
験
を
、
今
後
の
研

修
や
訓
練
に
生
か
し
、
ほ
か
の
隊
員
た
ち
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
地
で
の
大
規
模
災
害
の
出
動
経
験
を
通
じ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
さ
を
学
ん
だ

北
陸
地
方
整
備
局 

立
山
砂
防
事
務
所

副
所
長
　
福
田
光
生

住
民
と
の
交
流
や
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
を
通
じ
て

Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
の
達
成
感
を
感
じ
た

九
州
地
方
整
備
局 

川
辺
川
ダ
ム
砂
防
事
務
所 

工
務
第
二
課
長
　
原
田
隆
二 

渓流調査の様子（広島土砂災害）

広島土砂災害で
使用したマルチコ
プター（右）と調
査の様子（上）
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現場力
業務密着

ルポシリーズ

東日本大震災の復興・防災への取り組みについて

平成26年12月6日、常磐自動車道の浪江 IC ～南相馬 IC間（18.4㎞）、相
馬 IC ～山元 IC間（23.3㎞）が開通しました。さらに平成27年3月1日には浪
江 IC ～常磐富岡 IC間（14.3㎞）が開通し、東北縦貫自動車道に加え、首都圏
と仙台圏を結ぶ高速道路が完成しました。

現在、常磐自動車道の沿線市町では200件を超える復興事業が進捗中で
す。昨年中に開通した浪江 IC ～南相馬 IC間、相馬 IC ～山元 IC間および平
行する国道6号での交通調査によると、開通したことにより国道6号の交通量
は3割減少、旅行速度が向上し、通勤時間の短縮や復興事業関連の作業車両
が計画通り運行できるようになるなど、復興事業促進の効果がみられました。

また高速バスも増便され、主に買い物やレジャーに利用されている状況が確
認でき、避難生活を送られている方々からは家族や友人との行き来が増えたと
いう声も聞かれています。

さらには、相
そうそう

双地域から仙台への救急搬送も所要時間が約10分短縮し、福
島市の三次救急医療機関への搬送時間と変わらなくなり、仙台への搬送の選
択肢が加わりました。

全線開通により、首都圏と仙台圏を結ぶ東北道とのダブルネットワークが完
成し、事故・災害・異常気象時の代替ルートとして、交通の利便性がより高ま
るものと期待されます。

福島で一番新しい道の駅「あいづ 湯
ゆ が わ

川・会
あ い づ

津坂
ば ん げ

下」が平成26年10月2
日にオープンしました。
「道の駅」・「かわまちづくり」・水防拠点となる「河川防災ステーション」

の三つのエリアからなり、地元自治体（湯
ゆ が わ

川村・会
あ い づ

津坂
ば ん げ

下町
まち

）と道路および
河川管理が三位一体となった東北地方で初めての防災拠点として整備され
ました。

災害時や冬期交通障害時には、休憩室や交流館を活動拠点、一時避難
所と活用されるほか、非常用発電施設や防災倉庫を整備、防災ステーション
にはポンプ車、照明車のほか、
対岸にはヘリポートも整備さ
れ、災害時の拠点として機能
を発揮できることと期待され
ています。

かわまちづくり

河川防災ステーション

新潟方面

国
号
49
号

トイレ・情報発信施設

地域振興施設

交流促進施設

土砂備蓄
（地下） 根固め

ブロック

災害対策車車庫

水防用樹木

多目的広場

緩傾斜護岸散策路

阿賀川

宮古橋

六脚ブロック

道の駅エリア

消防訓練広場

郡山方面

福島県河沼郡湯川村
大字佐野目字五丁ノ目78-1
TEL : 0241-27-8853
http://heso-aizu.jp/

T O P I C S

 TOPICS  2 災害時の拠点にも使える道の駅がオープンしました

 TOPICS  1 常磐自動車道が全線開通しました

山元IC

新地IC

相馬IC

浪江IC

常磐富岡IC

いわきJCT

南相馬IC

宮城県
太
平
洋

福島県

6

磐
越
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

開通区間
（平成26年12月6日）
L=18.4km

開通区間
（平成27年3月1日）
L=14.3km

開通区間
（平成26年12月6日）
L=23.3km

国道49号と阿賀川に隣接した
道の駅「あいづ　湯川・会津坂下」
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で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
。
春
に
は
こ

の
植
栽
を
開
始
し
ま
す
。

住
民
が
植
え
た
芝
が
春
を
待
つ
、
公
園

兼
調
整
池
の
丘
か
ら
は
、新
し
い
ま
ち
な
み

が
一
望
で
き
ま
す
。
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
つ
く
り
あ
げ
た
風
景
は
、
こ
れ
か
ら
も
故

郷
の
記
憶
と
し
て
次
世
代
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

園
に
は
玉
浦
地
区
で
津
波
に
耐
え
た
大
イ

チ
ョ
ウ
の
木
な
ど
を
地
区
ご
と
に
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
と
し
て
移
植
し
ま
し
た
。

「
災
害
に
負
け
ず
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
活
気

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
。
住
民
の
願
い
の
象
徴

な
ん
で
す
」と
協
議
会
会
長
の
中
川
勝
義
氏

も
目
を
細
め
ま
す
。

岩
沼
音
頭
と
そ
ろ
い
の
法は

っ
ぴ被

で

今
夏
、
復
活
祭
を
計
画
中

春
ま
で
に
は
残
り
２
割
の
入
居
も
進
み
、

１
７
８
戸
の
災
害
公
営
住
宅
も
完
成
。
住

民
が
増
え
、
さ
ら
に
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て
い

き
ま
す
。

「
新
し
い
ま
ち
で
す
が
、
玉
浦
の
失
わ
れ

た
歴
史
と
誇
り
を
し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
た
い
」

そ
う
語
る
中
川
会
長
と「
玉
浦
西
ま
ち

づ
く
り
住
民
協
議
会
」で
計
画
中
な
の
が
、

震
災
前
の
６
地
区
の
様
子
を
３
次
元
画
像

や
冊
子
に
残
す
作
業
。
さ
ら
に
夏
祭
り
を

開
催
し
、
奇
跡
的
に
残
っ
た
そ
ろ
い
の
法
被

を
着
て
岩
沼
音
頭
を
流
し
、
新
旧
お
よ
び

近
隣
の
住
民
同
士
で
交
流
を
深
め
た
い
と

語
り
ま
す
。

「
若
い
世
代
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
し
た

い
。
彼
ら
に
は
故
郷
と
な
る
の
で
す
か
ら
」

ま
た
、
地
域
の

伝
統
継
承
と
維

持
管
理
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸じ
ょ
う
せ
い成
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
た

防ぼ
う
ふ
う
り
ん

風
林
の
植
栽

計
画
が
評
価
さ
れ
、

「
第
25
回
緑
の
環

境
デ
ザ
イ
ン
賞
」

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
る
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
太
平
洋
沿
岸
部
で
は
、

多
く
の
人
が
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
岩
沼
市
の
玉

浦
地
区
沿
岸
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
こ

の
地
に
あ
っ
た
６
集
落
の
住
民
が
玉
浦
西

地
区
へ
の
集
団
移
転
を
決
断
。
大
規
模
な

集
団
移
転
と
し
て
は
最
も
速
い
ペ
ー
ス
で

事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
経
緯
を
本
誌
で
紹
介
し
た
の
が
、平

成
26
年
4
月・5
月
号
。
そ
の
後
、
ま
ち
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
一

年
後
の
岩
沼
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
に
戻
り
つ
つ
あ
る

温
か
な
暮
ら
し
の
息
づ
か
い

土つ
ち
ぼ
こ
り埃

舞
う
造
成
地
に
何
台
も
の
重
機

が
動
き
回
り
、
ま
だ
家
は
ま
ば
ら
―
。
そ

ん
な
閑か
ん
さ
ん散

と
し
た
風
景
が
一
年
を
経
て
、

１
５
８
区
画
ほ
ぼ
す
べ
て
に
新
し
い
戸
建
て

住
宅
が
建
ち
並
ぶ
、美
し
い
ま
ち
へ
と
変へ
ん
ぼ
う貌

を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
約
８
割
が
入

居
し
、夕
暮
れ
ど
き
に
は
家
々
の
窓
に
明
か

り
が
灯
り
、
生
活
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。

ま
ち
を
東
西
に
貫
く
遊
歩
道
は
、
被
災

前
の
６
集
落
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
た
貞て
い
ざ
ん山
運

河
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
名

付
け
た「
貞
山
緑
道
」。

道
端
や
公
園
を
彩い
ろ
どる

木
や
草
花
は
、
住
民

で
つ
く
る「
玉
浦
西
ま

ち
づ
く
り
住
民
協
議

会
」主
催
の
も
と
、
住

民
自
ら
が
植
え
、
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
公

行
政
の
環
境
整
備
と
的
確
な
支
援
が

住
民
主
体
の
再
建
を
促
進

震
災
か
ら
４
年
。被
災
者
に
は
長
い
歳
月

な
が
ら
、
国
内
最
短
で
の
大
規
模
集
団
移

転
を
実
現
し
た
背
景
に
は
、住
民
と
行
政
と

の
絶
妙
な
連
携
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
を
引
き
継
い
だ
菊
地
啓
夫
市
長
は
、

「
実
行
段
階
で
も
住
民
が
推
進
し
、
行
政

は
後
押
し
役
」と
住
民
主
体
を
強
調
し
ま

す
。
そ
の
上
で
許
認
可
の
手
続
き
や
事
業

者
選
定
な
ど
、
行
政
の
役
割
に
は
迅
速
性・

公
平
性
を
重
視
し
、
集
中
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
限
り
あ
る
予
算
の
有
効
活

用
の
た
め
、
例
え
ば
芝
生
の
植
栽
な
ど
町

内
美
化
は
住
民
に
、公
営
住
宅
の
ペ
ア
ガ
ラ

ス
は
寒
冷
地
に
必
須
ゆ
え
行
政
負
担
と
い

う
よ
う
に
、
支
援
対
象
と
判
断
理
由
を
公

正
明
確
に
提
示
。
結
果
、住
民
側
も「
だ
か

ら
こ
そ
優
先
順
位
を
考
え
、主
体
的
に
動
け

た
」と
評
価
し
ま
す
。

「
や
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
は
、
い
つ
ま
で

も
進
ま
な
か
っ
た
。
や
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う

と
い
う
気
概
が
生
ま
れ
た
の
も
、行
政
の
環

境
整
備
の
速
さ
と
、
応
援
し
な
が
ら
も
甘

え
さ
せ
な
い“
い
い
塩あ
ん
ば
い梅

”で
の
後
押
し
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
川
会
長
）

災
害
に
強
い
ま
ち
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
要

合
理
的
な
官
民
連
携
を
評
価
す
る
傍か
た
わら
、

菊
地
市
長
は「
移
転
事
業
の
最
大
の
功
労

者
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
」と
評
し
ま
す
。
誰

も
が
個
人
の
都
合
だ
け
で
な
く
、全
体
を
考

え
た
選
択
を
し
た
こ
と
が
、結
果
と
し
て
満

足
度
の
高
い
事
業
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

「
集
団
移
転
は
、
宅
地
造
成
で
は
な
く

“
ま
ち
づ
く
り
”。
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

育
む
こ
と
で
す
。
行
政
が
担
う
の
は
特
に

ハ
ー
ド
面
で
す
が
、住
民
の
安
心
や
絆
を
意

識
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」

調ち
ょ
う
せ
い
ち

整
池
や
広
い
道
路
、土
地
を
２
メ
ー
ト

ル
か
さ
上
げ
す
る
な
ど
の
防
災
対
策
、交
流

の
場
と
な
る
公
園
や
遊
歩
道
の
整
備
、バ
ス

停
留
所
の
設
置
や
ス
ー
パ
ー
の
建
設
も
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
安
心
・
安
全
・
快

適
の
実
現
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
礎
を
支

え
ま
す
。

「
街
灯
も
閑
散
と
し
て
い
た
頃
か
ら
煌こ
う
こ
う々

と
点
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
無
駄
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、入
居
直
後
の
方

の
不
安
が
払ふ
っ
し
ょ
く拭さ
れ
、
市
民
に
は
復
興
の

灯と
も
し
び火
と
な
り
ま
し
た
」（
菊
地
市
長
）

宮
城
県
岩
沼
市
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
レ
ポ
ー
ト

災
害
に
強
い
「
新
し
い
故
郷
」
を

住
民
自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
い
く

かつての貞山堀の線形をかたどった緑道。東西方向に
各地区の公園、公園兼調整池をネットワークするように
つないでいる

続々と住宅が完成

相野釜地区の災害公営住宅

岩沼市長 菊地啓夫氏

玉浦西まちづくり住民協議会
会長 中川勝義氏

大樹公園内にある長谷釜地区のシンボル
ツリー（イチョウ）

二野倉地区の災害公営住宅

市民バスが地区内を運行。
バス停は２カ所設置された

復
興
す
る
ま
ち
を
訪
ね
て

取材および撮影：2014年12月
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会津若松駅

七
日
町
駅

▶さざえ堂

◀
如
来
堂

七日町駅（駅カフェ）

宿たかや

山田民芸

白木屋漆器店

蒲生氏郷の墓

鶴ヶ城

阿弥陀寺

カフェバーUNO澁川問屋

会
津
町
方
伝
承
館

會津壹番館
野口英世青春館

野口英世
青春広場 市観光課

会津新選組記念館

神
　
明
　
通
　
り

中
　
央
　
通
　
り

ＪＲ只見線・会津鉄道

野
口
英
世
青
春
通
り

北 

出 

丸 

大 

通 

り

大
　
町
　
通
　
り

一之町通り
七　日　町　通　り

大町四ツ角
（札の辻）❺

滝谷建設工業

19 18

　
七
の
つ
く
日
に
市
が
立
っ
た

城
下
町
の
中
心
・
七
日
町

新
編
會
津
風
土
記
の
中
に「
北
小
路
町
ノ
北

ニ
並
ヒ
大
町
札
辻
ヨ
リ
西
ニ
往
ク
通
ニ
テ
越
後

出
羽
國
ニ
通
ル
街
道
ナ
リ
旅
籠
屋
多
シ
長
七
町

十
六
間
幅
四
間
屋
敷
百
四
十
九
軒
…
」と
あ
る

七
日
町
通
り
。
越
後
街
道
、
米
沢
街
道
、
下
野

街
道
が
通
る
西
の
玄
関
口
と
し
て
古
く
か
ら
開

け
、
昭
和
の
初
め
に
は
市
内
屈
指
の
繁
華
街
で

あ
り
に
ぎ
や
か
な
通
り
と
な
っ
て
い
た
。

外
来
歩
行
者
ゼ
ロ
か
ら
の
復
活

大
正
浪
漫
調
の
ま
ち
づ
く
り

し
か
し
な
が
ら
、「
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
進
行

し
た
中
心
市
街
地
の
衰
退
と
自
動
車
の
普
及
な

ど
に
よ
り
、
通
り
は
平
成
直
前
に
は
７
割
が
空

き
店
舗
、七
日
町
駅
は
無
人
駅
に
。降
り
る
の
は

学
生
の
み
、
駅
前
は
放
置
自
転
車
ば
か
り
が
目

立
ち
、
人
通
り
の
な
い
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ

た
。
子
供
会
は
な
い
、
青
年
会
も
な
く
、
住
む

人
は
高
齢
者
で
現
状
を
あ
き
ら
め
を
も
っ
て
受

け
入
れ
て
い
た
」（
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議

会
長 

渋
川
恵
男
さ
ん
）

幕
末
戊
辰
戦
争
の
あ
と
付
近
は
焼
け
野
原
、

残
さ
れ
た
の
は
農
民
と
商
人
、
そ
こ
か
ら
昭
和

に
向
け
再
生
、繁
栄
し
た
。「
そ
の
た
め
現
存
す

る
建
物
は
、
明
治・大
正・昭
和
に
わ
た
る
建
造

物
が
混
在
す
る
。
そ
れ
を
活
か
せ
な
い
か
。「
七

日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会
」を
中
心
に
、人
を

呼
び
込
む
方
法
と
し
て
、「
店
舗
の
外
観
を『
大

正
浪
漫
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
』の
コ
ン
セ
プ
ト
で

改
修
し
て
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を

考
え
ま
し
た
」（
渋
川
さ
ん
）。
そ
し
て
、「
高
度
成

長
期
の
名
残
で
あ
る
画
一
的
な
モ
ル
タ
ル
造
り

の
外
観
や
シ
ャッ
タ
ー
を
取
り
外
し
、
幸
い
に
も

そ
の
下
に
残
っ
て
い
た
大
正
・
昭
和
初
期
の
古
き

良
き
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
木
造
建
築
に
再
生

さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
か
か
り
、
同
地
区

の
景
観
協
定
が
市
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、補
助
金
を
投
入
し

て
そ
れ
ら
の
素
材
に
手

を
加
え
る
こ
と
で
、
ま

ち
な
み
を
再
構
築
し

ま
し
た
」（
会
津
若
松

市
建
設
部
都
市
計
画

課 

物
江
隆
之
さ
ん
）

そ
の
結
果
、
現
在

で
は
七
日
町
通
り
は
ま
ち
な
か
観
光
の
拠
点
と

し
て
年
間
約
25
万
人
の
交
流
人
口
を
呼
び
込
み
、

ま
ち
は
復
活
し
た
。

ソ
フ
ト
面
を
支
え
る
女
性
部
の
皆
さ
ん

お
も
て
な
し
で
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

「
七
の
つ
く
日
は
訪
れ
る
人
に
甘
酒
を
ふ
る

ま
う
よ
う
に
し
、
も
ち
ろ
ん
甘
酒
は
町
内
の
酒

屋
さ
ん
で
作
っ
た
も
の
。
会
津
若
松
新
七
福
神

も
新
た
に
構
築
。ま
ず
町
内
の
人
で
回
っ
た
。楽

し
か
っ
た
。
七
福
神
の
装
い
を
し
て
通
り

を
パ
レ
ー
ド
も
し
た
。
も
っ
と
楽
し
か
っ
た
。

町
の
人
が
楽
し
ま
な
い
と
イ
ベ
ン
ト
が
魅

力
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
」（
同
協
議
会
女

性
部
副
部
長 

山
内
恵
子
さ
ん
）。「
地
産
の

も
の
で
お
も
て
な
し
し
た
い
。
八や

え重
が
作
っ

た
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
に
も
挑
戦
し
好
評
」

（
同
協
議
会
女
性
部
長 

芳
賀
佳
子
さ
ん
）。

「
犬
を
連
れ
て
車
で
来
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
託
児
所
な
ら
ぬ
託
犬
所
を
作
り

四
世
紀
に
造
営
さ
れ
た
前
方
後
円
墳（
全
長
１
１
４ｍ
）

大
塚
山
古
墳
か
ら
は
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
。

古
来
か
ら
そ
の
時
々
の
権
力
者
誰
も
が
欲
し
、

治
め
た
要
衝
の
地　

福
島
県
会
津
若
松
市

七日町通り

大正浪漫のまちづくり

東北地方唯一出土の
三角縁神獣鏡

（福島県立博物館画像提供）

福島県会津若松市

第30回

❶七日町駅（駅カフェ）
全会津市町村のアンテナショップ

❸山田民芸
昔ながらの製法で起上り小法師

（おきあがりこぼし）を製造販
売。もともとは赤色のみ

❷宿たかや
家族的なおも
てなし

駅カフェ内部。
会津17市町村
のおみやげ品
が並ぶ

❹白木屋漆器店
景観指定建造物。
大正三年建築。木
造洋風

❺滝谷建設工業
景観指定建造物。
昭和二年建築。旧
郡山橋本銀行若松
支店。洋風

磐梯山（左）と鶴ヶ城（右）

❻蒲生氏郷の墓
興徳寺。京都で急死した氏
郷の遺髪が納められる。氏
郷は興徳寺以外の寺を城外
に移設。豊臣秀吉が滞在
時、臨時の政庁を設置した

左から物江さん、渋川さん、山内さん、芳賀さん

新選組慰霊塔（上）、如来堂（下）
斉藤一。元は山口一。のち山口二郎、一
瀬伝八などと変え最後は妻（高木時尾）の
母方の姓藤田を名乗る。藤田五郎。鳥羽伏
見、甲州勝沼、会津、西南を生抜き、東京
板橋の新選組慰霊塔建立時も生存。大正
四年東京で没。墓は会津若松市の浄土宗
阿弥陀寺に、如来堂は戦国未完の神指城二
の丸に当たり、会津新選組隊長時の激戦の
地。奇襲を受け生き残ったのは奇跡

さざえ堂
寛政八年建立。
旧正宗寺三匝
堂（国重要文化
財）。二重螺旋
構造で世界的
にも珍しい建物

❼カフェバー UNO
地元の人にも人気

❽澁川問屋
景観指定建造物。創業は明治初年で、店
舗は大正時代に建築。（詳細不明）木造２
階建の和風建築。山国の会津の食文化に
欠かせない干物を一手に扱っていた

❾阿弥陀寺

除夜の鐘は、並
べば誰でも突け
る。突き終わるの
は2時過ぎに。鳴
り続く鐘、会津が
煩悩の多い土地
ということ…で
はない

景観指定建造物。御三
階は江戸後期（文政元
年以前）の建築。明治３
年に会津若松城本丸よ
り移築。木造３階建だ
が、内部は４層で中３階
がある。密議所または
迎賓館的な使われ方を
していたといわれる

新選組 斉藤一関連

斉藤一（藤田家）の墓
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た
い
」（
山
内
さ
ん
）。「
通
り
は
電
柱
が
ま
だ
あ

る
。
消
雪
設
備
も
老
朽
化
し
散
水
式
は
店
舗
の

出
入
り
口
が
凍
結
し
危
険
で
本
末
転
倒
。
道
路

管
理
者（
七
日
町
通
り
は
国
道
２
５
２
号
線
。管

理
者
は
福
島
県
）と
何
度
も
話
し
合
い
無
散
水

方
式
を
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」（
渋
川
さ
ん
）

冬
も
安
全
に
通
行
で
き
る
通
り
と
な
れ
ば
、

年
末
年
始
に
七
日
町
駅
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
、

阿
弥
陀
寺
で
除
夜
の
鐘
を
突
き
、
さ
ら
に
元
旦

登
閣
す
る
こ
と
も
よ
り
や
り
や
す
く
な
る
。

鶴
ヶ
城
再
建
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
と
と
も
に

そ
の
元
旦
登
閣
を
行
う
鶴
ヶ
城
。
今
年
は
、

鶴
ヶ
城
天
守
閣
再
建
50
周
年
。「
葦
名
氏
、
伊

達
氏
、
蒲
生
氏
、
上
杉
氏
、
加
藤
氏
、
保
科
・

松
平
氏
と
統
治
者
を
変
え
、
そ
の
た
び
大
名
に

つ
い
て
移
動
す
る
商
人
や
職
人
た
ち
は
新
し
い

文
化
と
技
術
を
運
ん
で
き
た
」（
鶴
ヶ
城
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

鈴
木
都
志
美
さ
ん
）

明
治
７
年
に
廃
城
と
な
る
も
市
民
の
熱
意
で

昭
和
40
年
に
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た
。「
本
丸

の
石
垣
は
整
備
し
た
大
名
に
よ
っ
て
積
み
方
が

違
う
。
ク
ル
ス
に
も
見
え
る
十
字
が
記
さ
れ
た

石
、
ハ
ー
ト（
猪
目
）形
の
石
、
化
粧
石
な

ど
。
誰
が
何
の
た
め
に
施
し
た
の
か
、そ
れ

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
だ
け
で
も
楽
し

い
」（
鈴
木
さ
ん
）

「
4
月
1
日
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
皮
切
り
に
、
春
は
千

本
の
桜
が
咲
き
誇
る
鶴
ヶ

城
さ
く
ら
ま
つ
り
、
秋
に
は

ま
ち
全
体
で
楽
し
め
る
会

津
ま
つ
り
…
…
と
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
で
す
。ど
う
ぞ

会
津
若
松
に
お
越
し
く
だ

さ
い
」（
会
津
若
松
市
観
光

商
工
部
観
光
課 

渡
辺
久
江

さ
ん
）

大
川
ダ
ム
は
、
阿
賀
野
川
水
系
阿
賀

川（
新
潟
県
内
で
は
阿
賀
野
川
）の
福
島

県
会
津
若
松
市
と
下
郷
町
の
境
に
位
置

し
、昭
和
33
年
９
月
の
台
風
22
号
に
よ
る

洪
水
を
機
に
建
設
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
48
年
よ
り
建
設
に
着
手
し
、
昭
和

63
年
３
月
に
竣
工
、４
月
か
ら
管
理
を
行

い
、今
年
で
27
年
目
と
な
り
ま
す
。
目
的

は
、「
洪
水
調
節
」、「
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
」、「
か
ん
が
い
用
水
」、「
水
道

用
水
」、「
工
業
用
水
」、「
揚
水
式
お
よ
び
ダ
ム
式
の
発
電
」で
す
。

ダ
ム
管
理
開
始
以
降
、
最
大
の
洪
水
と
な
っ
た「
平
成
14
年
10
月
の
台
風
21
号
」

に
よ
る
洪
水
で
は
、上
流
か
ら
の
水
を
ダ
ム
に
貯
め
、下
流
河
川
の
水
位
を
約
１・４

m
下
げ
て
、
会
津
盆
地
の
洪
水
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、
全
国

各
地
で
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
大
川
ダ
ム
は
こ
れ
か
ら
も
、地

域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
適
切
な
ダ
ム
管
理
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

毎
年
７
月
下
旬
は
、「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」と
し
て
全
国
の
ダ
ム
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
川
ダ
ム
で
も
、
平
成
26
年
７
月
に「
森
と

湖
に
親
し
む
旬
間
実
行
委
員
会
」主
催
に
よ
る
、『
若わ

か
さ
と郷
湖こ

さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
４
』を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々

に
、
ダ
ム
見
学
会
・
木
工
作
教
室
・
ダ
ム
湖
巡
視
体
験
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
も『
若
郷
湖
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
』を
開
催
予

定
で
す
。

会
津
地
方
に
は
会
津
若
松
市
の
鶴
ヶ
城
や
飯
盛
山
、

下
郷
町
の
大
内
宿
や
塔
の
へ
つ
り
な
ど
、
魅
力
あ
る
観

光
地
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
山
温
泉
を
始

め
と
し
て
、
芦
ノ
牧
温
泉
、
湯
野
上
温
泉
な
ど
ゆ
っ

く
り
く
つ
ろ
げ
る
温
泉
地
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

会
津
へ
、
そ
し
て
大
川
ダ
ム
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

ダ
ム
カ
ー
ド
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
！

MLIT レポート福島県
会津盆地を守る縁の下の力持ち〜大川ダム〜

全国各地で働く
国土交通省職員が

地元を紹介！

Reporter
北陸地方整備局 阿賀川河川事務所

大川ダム管理支所長

高橋 明

開会セレモニー（ゆるキャ
ラも参加）

ダム見学会（秘密基地に
潜入だ！ 監査廊探検）

若郷湖さわやか
フェスティバル

2014

大川ダム全景

阿賀川河川事務所
http://www.hrr.mlit.go.jp/agagawa/

検索

間伐材を利用した
木工作教室

※「若郷湖」とは、大川ダム湖の名称

鶴ヶ城常設展示リニューアルイメージ図

平成14年洪水の大川ダムの効果（喜多方市山科地先）

今話題の「ダムカード」

一 

天
守
の
瓦
が
赤
い
？

二 

ハ
ー
ト
（
猪
目
）
形
の
石
？

重
要
な
石
垣
に
は
ハ
ー
ト
形
の
石
が

三 

石
に
ク
ル
ス
（
十
字
架
）
？

鶴
ヶ
城
の
石
垣
に
は
ク
ル
ス
の
刻
み
の

あ
る
も
の
が
あ
ち
こ
ち
に
。ち
な

み
に
蒲
生
氏
郷
は
キ
リ
シ
タ
ン

大
名

四 

月
見
櫓
は
デ
ー
ト
コ
ー
ス
？

本
丸
東
南
隅
の
月
見
櫓
か
ら
の

な
が
め
は
ロマ
ン
チ
ッ
ク
だ
っ
た

五 

茶
の
湯
は
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
？

本
丸
の
東
に
は
、
蒲
生
氏
郷

（
利
休
七
哲
の一人
）が
会
津

に
招
い
た
千
小
庵
が
造
っ
た

茶
室
麟
閣
が
。
行
政
の
中
枢

本
丸
に
な
ぜ
茶
室
が

鶴
ヶ
城
の
不
思
議

十字架 ハート（猪目）

詳
し
く
は
鶴
ヶ
城
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
鈴
木
都
志
美

さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

鈴木さん

鶴ヶ城さくらまつり
平成27年4月10日（金）～5月6日（水・祝）

＜主な行事＞
◦會津十楽春の陣
　4月から6月の土・日・祝日　鶴ヶ城本丸

◦鶴ヶ城公園ライトアップ
　4/10～5/6　鶴ヶ城公園

◦子ども神輿
　4/19　鶴ヶ城本丸周辺

◦会津清酒で花見酒in鶴ヶ城
　4/25　鶴ヶ城二の丸

◦さくらまつり大茶会
　4/26　鶴ヶ城本丸　御薬園

鶴ヶ城さくらまつり連絡協議会
(事務局)会津まつり協会
TEL ： 0242-23-4141問合せ

道の駅
あいづ 湯川・会津坂下

「ここは会津のど真ん中…」の文字通り、会津盆地の中央に
位置する地域の特産物を活かしたおいしい道の駅として農家
レストランなどの飲食コーナーが充実。農産物マーケットと物
産館には新鮮な果物や野菜のほか、加工品、こだわりのお
菓子やお土産の品々が並び、伝統・革新・チャレンジ精神あ
ふれる魅力的な売り場となっ
ています。開業後まだ日も浅
く至らぬ点も多くあるかと思
いますが、スタッフ一同、笑
顔でお待ちしております。

福島県河沼郡湯川村
大字佐野目字五丁ノ目７８－１
TEL ： 0241-27-8853　　
http://heso-aizu.jp/

ちょっと
足を延ばして

49

49磐
越
自
動
車
道

会
津
坂
下
IC

会
津
若
松
IC

新鶴 PA

会
津
坂
下

会
津
坂
下

会
津
若
松

道の駅
「あいづ 湯川・会津坂下」

会津坂下町役場

神田武宜駅長



information

http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kokusai/ukeire.html

（トランジット協議会について）
外客受入参事官室　03-5253-8972

（農観連携ツアーについて）
観光資源課　03-5253-8925

お問い合わせ

検 索検 索訪日外国人旅行者の受入

観光庁では、最新情報などを下記にて発信しております。ぜひチェックしてみてください！！
 ・ 観光庁のホームページはこちらです   http://www.mlit.go.jp/kankocho/index.html
 ・ 観光庁ツイッターアカウントはこちらです   @Kanko_Jpn
農観ツアーに参加して日本にはたくさんの観光資源があると改めて思いました。最近、珈琲博物館目当てに神戸へ行って
きました♪（M）

01
観光庁では、観光立国推進に向けてさまざまな取り組みを行っています
訪日外国人旅行者数が1341万人を達成！

　2014年、訪日外国人旅行者数が1341万人を
達成しました！　観光庁は、2020年までに訪日外国
人旅行者数2000万人の達成を目指していきます。

　2020年の訪日外国人旅行者数2000万人の実現に向けて、空港のトランジット旅客（乗
継客）についても、我が国の良さに触れてもらうことで、訪日外国人旅行者の増加、さら

には空港周辺地域の活性化や次の訪日につなげるべく、平成26年
９月に「トランジット旅客の訪日観光促進協議会」を設置しました。

　トランジット旅客の方に日本の良さに触れてもらうための観
光資源の一つとして、農業体験などを行う農観連携ツアー
の検討を行っています。その一環として、先日外国人目利き
のトムさんに成田国際空港周辺の観光資源について、外国
人の目線で改めて評価していただきました。今回評価をして
いただいたのは、成田山新勝寺、表参道散策、表参道に面
している酒蔵での日本酒の見学・試飲、熱田農園でのイチゴ
狩り体験というコンテンツです。
　今後は、外国人目利きの意見も踏まえ、関係機関と共に

　体験も文化も歴史もちゃんと感じることができ
てバランスが良かったと感じました。成田国際空
港のトランジット旅客には、イチゴ狩りは人気が
あるでしょう。ただ、熱田農園は公共交通機関
で行くことが難しいので、アクセスの確保が大切
だと思います。また、ガイドや現地の説明に英語
があったら良かったと思います。Webで
も英語の情報が少ないため、事前に予定
を作って予約するのは難しいと感じました。

2014年12月22日のセレモニーの様子（成田国際空港）

協議会の様子

トランジット旅客に日本の良さを知ってもらうために

農 観 連 携 ツ ア ー を 体 験！

参加した外国人目利きトムさんの感想

①②千年以上の歴史をもつ成田山新勝寺を参拝。 ③④滝沢本店にて日
本酒の製造工程を見学。試飲も。 ⑤⑥熱田農園ではイチゴ狩りを体験

2 3

4 5 6

1

タクシーツアーの検討や英語のパンフレットの作成な
ど観光資源の磨き上げを行いツアー化して参ります。

訪日外国人旅行者数の推移
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2013年以前の値は確定値、2014年の値は推計値

ビジット・ジャパン・
キャンペーン開始

川場田園プラザ
地域外から活力を呼ぶゲートウェイ型

地域の元気を創る地域センター型

■ 所在地 ： 群馬県利根郡川場村大字萩室385
■ TEL ： 0278-52-3711　　
■ HP ： http://www.denenplaza.co.jp/

DATA

■ 所在地 ： 愛媛県内子町内子2452
■ TEL ： 0893-43-1122　　
■ HP ： http://www.karari.jp/ 

DATA

※それぞれの道の駅の営業時間・定休日はホームページにてご確認ください

「農業プラス観光」で群馬県川場村
の産業、情報、交流の核として人気の
ある道の駅「川場田園プラザ」。利用
者数が年間約120万人、リピータ率
が7割と農産物や観光名所など、豊富
な地域資源へのアクセスポイントとして
新たなニーズを掘り起こしました。

自然と共存する川場村が育んだ大自然の恵みがいっぱいの
園内では、地域の農家の方から提供いただく新鮮な野菜や農
産物、川場の里で丹精込めて育てた牛から搾乳した生乳だけを
使用した乳製品などを販売。また、果物狩りや陶芸などの体験
やイベントも開催しています。

ビジターセンターでは観光協会スタッフが常駐し地域の観光
案内をしています。近くにあるSL「D５１-５６１」に乗車体験できた
りと、泊まっても良し日帰りでも楽しむことができます。

内子フレッシュパークからり
“からり”とは、果物を楽しむ里、

花を楽しむ里、香りを楽しむ里、
加工を楽しむ里。そして“からり”
と晴れ晴れした気分、すがすがし
い時間、さわやかな人間関係、出
会いを楽しむという意味も含まれ
ています。

その通りに、安心・安全にこだ
わった地元の野菜や果物が手に入る直売所、内子産の素材を
使ったレストランやパン工房、燻製工房など施設内は大にぎわ
い。売り切れ必至の“からりブレット“は予約をおすすめします。
本場ドイツで学んだ職人が作るうまみたっぷりのソーセージもぜ
ひ味わってみてください。

地元農家の女性たちが中心となり加工商品の開発販売もして
います。生産者自らが企画・運営に携わる手づ
くりの道の駅に出かけてみませんか。

　
　内子町は山あいのまちですが、見た
目とは裏腹にいろんな農産物が生産さ
れていて、「じゃばら」もその一つです。
からりには内子の美味が勢ぞろいしてお

り、近くには豊かな自然と古いまちなみがあります。ぜひ内

子・からりへお越しください。

大本 茂樹 さん

スタッフに聞きました！

群馬県

愛媛県

❶地産地消にこだわった直売所の商品は、すべて内子町民が内子町内で
作ったものです ❷さまざまな加工商品は、からり直売所やネットショップで
購入できます
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内 道の駅

「内子フレッシュ
   パークからり」
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内子
五十崎 IC

全国モデル「道の駅」
vol.19道の駅

　日ごろより多くの皆さま
にご来園いただきありが
とうございます。川場田

園プラザは、引き続き整備し、利便性の向
上を計りさらに喜ばれる施設を目指していま
す。より一層のご利用をお待ちしております。

小海　一則 さん

スタッフに聞きました！

のむヨーグルトは
口当たりがなめら
かでおススメ

❶正面中央 ❷見るもよし！乗るもよし！ ❸ファーマーズマーケットでは地元で作
られた新鮮な野菜などを販売 ❹ソフトクリームはいろんな味が楽しめ大人気  

●❶

●❷ ●❸

●❶ ●❷

●❹

120
64

関越自動車道

沼田 IC

川場村
    役場道の駅

「川場田園プラザ」

至沼田
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